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研究主題
学びたい気持ちを⾼め、夢中になって取り組む姿を⽬指した授業づくり
ーキャリア・パスポート「未来へのスケッチ」の活⽤を通してー
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 冬休み中に3回⽬の授業デザインミーティングが⾏われました。今回は、授業内容の評価や児童⽣徒の
変容、「未来へのスケッチ」の活⽤、来年度への引継事項を中⼼について話し合い、他学部からの視点や
意⾒、情報交換をすることができました。今回は6つのグループの内容をお伝えします。

⼩学部６年 ⽣活単元学習の授業から

⼩学部1年 遊びの指導から



中学部2年 職業・家庭科から

秋⽥県⽴ゆり⽀援学校 

中学部 保健体育科から



秋⽥県⽴ゆり⽀援学校 

⾼等部1年 職業・家庭科から

⾼等部1年 ⽣活単元学習の授業から

＜来年度に向けて＞
「未来へのスケッチ」を授業づくりに活⽤しようとそれぞれの学部が⼯夫をしてきました。⼦どもの思い
や願いを⼤切にすることで、⼦どもたちが主体的に楽しく学ぼうとする姿、もっとやりたいという前向き
な姿につながったと考えます。また、教師も、⼦どもと⼀緒に授業を作り上げる、⼦どもの意⾒を踏まえ
て授業を展開するなど意識が少しずつ変わってきたように思います。学校の教育資料と「未来へのスケッ
チ」がリンクできるよう、今年度の改善点を踏まえて来年度につなげていきたいです。


